
【別紙】 

■本研究開発 詳細 

（１）研究開発ステップ 

期間：２０２５年４月１日(火)～２０２８年３月３１日（金） 

 研究開発内容 

ＳＴＥＰ１ ・湿式剥離法の剥離原理(溶媒膨潤＋衝撃付与)を応用し、東急電鉄の使用済みケーブルを

モデルケーブルとして銅線と被覆材に剥離する方法の開発 

・使用済みケーブルの含有成分調査と銅製造プロセスにおける特有の忌避成分把握 

・既存リサイクル手法に対するＣＯ２排出量の削減効果の定量化 

・ケーブル業界全体における鉄道業界の位置づけ及び本技術の市場価値の調査 

など 

ＳＴＥＰ２ ・回収被覆材および銅線の品質向上に向けた剥離条件改善 

・本技術に適するケーブル撤去および前処理方法の検討 

・既存の銅製造プロセスにおける受け入れ工程検討 

・東急電鉄から排出された使用済みケーブルのマテリアルフローの可視化 

など 

ＳＴＥＰ３ ・再生ケーブルへのリサイクルを想定したリサイクル銅の試作と特性評価 

・本技術で回収した銅線と被覆材を使用した再生ケーブルの試作検討 

（試作先の検討、再生ケーブルに適する剥離フローの検討など） 

・開発技術を実用化した際の銅線および被覆材リサイクルによる資源消費削減効果ならびに

経済的効果の定量化 

など 

 



（２）目的 

現状廃棄されている東急電鉄の電気設備のケーブルや線路脇の信号ケーブルをモデルケーブルとして、東

北大学が主導して三菱マテリアルと共に開発してきた湿式剥離法の剥離原理(溶媒膨潤＋衝撃付与)を応用し、

銅線と被覆材に剥離する技術の確立と、本技術により回収した銅線と被覆材を使用して、東急電鉄をはじめと

する、鉄道業界で使用する再生ケーブルとしてリサイクルすることを目指します。 

 

（３）各機関の役割 

名称 役割 

東北大学 
新たな湿式剥離法の研究開発、銅線および被覆材の性状評価、 

再生ケーブルの試作・評価、ＬＣＡおよびＭＦＡによる開発技術の評価 

東急 
ケーブル剥離技術の市場価値の調査、被覆材の活用方法の検討、剥離技術の

経済性評価 

東急電鉄 
使用済みケーブルの提供、ケーブルの撤去から剥離までのフロー検討、剥離技

術の実証実験 

三菱マテリアル 
新たな湿式剥離法の開発協力、銅線および被覆材の性状評価、 

再生ケーブルの試作・評価、銅線の活用方法の検討 

 

■湿式剥離法の剥離原理 概要 

東北大学ではこれまでに、自動車由来のワイヤーハーネスに使用されている細い電線を対象に、湿式剥離

法を開発してきました。ワイヤーハーネス（ＷＨ）に使用されているケーブルの被覆材には主にポリ塩化ビニルが

使用されています。本技術では、被覆材を適切な有機溶媒かつ適切な条件下において浸漬することで膨潤させ、

銅線と被覆材の間に隙間を形成します。続いて、膨潤したケーブルに対して、ボールミルなどにより適切な衝撃

力を与えることで、銅線および被覆材の過度な破砕を抑制しながら銅線と被覆材を高精度に剥離することが可

能になります。湿式剥離法はこれまでに、膨潤処理後に乾式ミルにより剥離する２ステッププロセス、膨潤と剥離

を湿式ミルにより同時に行う１ステッププロセス、の２種類のプロセスを確立しています。本技術により回収され

た銅線および被覆材には、それぞれの破砕物の混入が抑制されるため、回収される銅の高品位化、回収された

被覆材のリサイクル活用が期待できます。 

 

２ステッププロセス

１ステッププロセス

溶媒浸漬

塩ビ被覆材

銅線
可塑剤

WH電線断⾯ 膨潤済電線

膨潤溶媒
可塑剤抽出

可塑剤

蒸留

乾式ミル

溶媒再⽣

ボール
膨潤
細線

銅線

塩ビ被覆材

湿式ミル

ボール

細線溶媒
銅線

塩ビ被覆材抽出
可塑剤

可塑剤

溶媒再⽣

蒸留
含可塑剤溶媒

WH電線
剥離後の塩ビ被覆材と銅線の写真



【参考】 

●国立大学法人東北大学 

１９０７年に創立。建学以来の伝統である「研究第一」と「門戸開放」の理念

を掲げ、世界最高水準の研究・教育を創造し、研究の成果を社会が直面する

諸問題の解決に役立て、指導的人材を育成することによって、平和で公正な

人類社会の実現に貢献することを使命とする国立大学法人です。 

公式ＨＰ： https://www.tohoku.ac.jp/japanese/ 

 

●東急株式会社 

２１６社７法人（２０２４年９月３０日時点）で構成される東急グループの中核

企業として、「美しい時代へ」というグループスローガンのもと、「まちづくり」を事

業の根幹に置きつつ、長年にわたって、東急線沿線を中心としたお客さまの

日々の生活に密着したさまざまな領域で事業を進めています。 

公式ＨＰ： https://www.tokyu.co.jp/ 
 

 

●東急電鉄株式会社 

いかなる時代においても普遍的価値であり社会的使命である鉄道事業の

持続的成長を果たし、移動がもたらす価値を通じて社会に貢献していきます。 

２０２４年度を始期とする中期事業戦略で安全で安心な移動の 

持続的提供を掲げており、鉄道事業を通じて脱炭素・循環型社 

会の実現に向けた責務を果たすと共に、事業特性を活用した 

新たな価値創造・貢献などにより、環境・社会課題の解決を目指します。 

公式ＨＰ： https://www.tokyu.co.jp/railway/ 

 

 

●三菱マテリアル株式会社 

銅を中心とした非鉄金属素材、付加価値の高い機能材料や製品を製造する 

非鉄金属メーカーとして、「人と社会と地球のために、循環をデザインし、持続 

可能な社会を実現する」ことを「私たちの目指す姿」と定めています。 

目指す姿の実現に向け、資源循環・脱炭素・自動車・半導体などの分野で 

高品質の非鉄金属素材および付加価値の高い製品を提供しています。 

公式ＨＰ： https://www.mmc.co.jp/corporate/ja/  

以  上 


